
 

専門研修「発達障害者支援（演習）」 

【 日 時 】 

【第 1回】令和 2年 11 月 2 日（月）9：00～17：00 

            24 日（火）9：00～12：30 

【第 2回】令和 3 年 1 月 7 日（木）9：00～17：00 

3 月 17 日（水）9：00～12：30 

【 会 場 】 特別区職員研修所 

【受講者数】 【第 1回】39 名 【第 2回】40 名 

【 講 師 】 

まめの木クリニック・発達臨床研修所 臨床心理士 

【第１回】福田 英子 氏、庄司 敦子 氏 

【第２回】楠田 絵美 氏、石塚 祐衣 氏 

【研修内容】 

＜目的＞ 

発達障害のある人及びその家族に対する様々な問題に関して、事例演習を通

して支援策を習得し、対応力の向上を図る。 

＜内容＞ 

①「子どもの発達の捉え方と発達障害の理解」(講義)  

②「保護者サポートとペアレント・トレーニング、 

ティーチャーズ・トレーニング」(講義) 

③「ティーチャーズ・トレーニング①」(演習)  

・子どもの行動を３種類に分ける 

・肯定的な注目の与え方 

・効果的な指示の出し方① 

④「ティーチャーズ・トレーニング②」(演習) 

・１日目の内容を職場で実践した結果の共有 

・効果的な指示の出し方② 

【受講生の声】 

・発達障害者支援について学んだ内容から演習を行うことで対応方法をすぐに

身につけることができました。 

・講義だけでなくロールプレイを交えながら実践を学ぶことができました。す

ぐ現場で実践できる内容であり、研修を受講してよかったと思います。 

・子どもの好ましくない行動ばかりに目が行き、注意することが増えていまし

たが、本研修を通して褒めることが増えていきそうだと思いました。 

・明日からすぐに実践できる内容がたくさんだったので、自分と関わる子ども

を想定しながら効果的に学ぶことができました。 

 

＜ロールプレイの様子＞ 


